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論文要旨 

【目的】本研究の目的は、看護職者が、セクシュアルマイノリティに関する知識をもつこ

とができ、医療現場で LGBTQ当事者への適切な支援を行うための教育教材を開発し、専門

家から評価を得て、教育教材を精選させることである。 

【方法】研究デザインは、看護職に向けた映像教育教材を開発し、評価する評価研究であ

る。文献検討から内容を検討し、スライドを基にしたナレーション付映像教育教材を作成

した。内容は性の多様性について、医療現場における問題や課題についての大きく 2つの

sectionで構成した。評価は Googleフォームを用いて、医療施設に勤務する新人看護職 4

名、新人教育に経験のある看護職 4名、LGBTQ当事者で看護職の 2名の計 10名より受け

た。その後、評価により、修正点を抽出し、修正版映像教育教材を作成した。 

【結果】映像教育教材全体としての適切性、映像教育教材の内容としての適切性、全体に

ついての評価を得た。映像教育教材全体としての適切性の評価については全員が肯定的な

評価を占めた。一部、見やすさについてスライドの文字量の指摘があった。内容の適切性

については、section1の「性の多様性について」で LGBTQsや性の要素に関する知識や表

現についての説明を行ったことで、section2の医療現場で当事者が抱える困難さや、適切

な対応例への理解や関心が高まったとの評価があった。一方で、LGBTQ当事者への言葉の

配慮や表現の適切性の指摘、また、スライドに提示した症例データは具体的な数値を示す

ことでより実態の理解に繋がるという指摘もあった。本教育教材は、医療従事者への研修

としての活用は可能であるか、という項目に 9割が肯定的な評価を示し、本研究の発展や

臨床現場での実用性への期待があった。一方で、より LGBTQsに関する文献検討を行い、

それに応じた目的を立案し、教材作成に生かすことで更なる精選に繋がるという意見もあ

った。評価を受け修正点を抽出し、修正版の映像教育教材を作成した。映像画面の見やす

さについては、内容は変更せず一部スライドのみ文字の大きさや量を減らし、イラストや

アニメーションを増やす視覚的な工夫をした。教材の内容については、LGBTQsの表現方法

や内容への指摘事項に対し、新たに文献検討を実施し精選することで正しく、よりわかり

やすいものへと修正した。また医療機関での対応例についても新たに追加した。 

【結論】本研究の目的に沿った教育教材を開発し、概ね肯定的な評価を得た。評価から修

正を行い、修正版の映像教育教材を作成した。今後臨床現場で医療や看護を提供する際の

ケア指針となる可能性や、看護職だけでなく、看護学生や医療従事者全般への使用につい

ての可能性も示唆された。 


